

















































































































































































１００%１００%８１８１８２２２３１０全 登 録 者
４４.５%
２４.７%２０１６６４３中途脱落者
１９.８%１６０４４７１不 合 格 者
５５.５%５５.５%４５７８１２１２６合 格 者
新規／継続 *金沢大学での所属出身地域
新規学生留学生センター（）ヨ ー ロ ッ パ１
継続学生留学生センター（）ヨ ー ロ ッ パ２
継続学生留学生センター（）ヨ ー ロ ッ パ３
新規学生留学生センター（）ヨ ー ロ ッ パ４
新規学生留学生センター（）ヨ ー ロ ッ パ５
新規学生留学生センター（）ヨ ー ロ ッ パ６
新規学生留学生センター（）ヨ ー ロ ッ パ７
新規学生留学生センター（）ア メ リ カ８

































































































































































































































① 食生活のマナー ② 日本の教育 ③ 学生とアルバイト ④ 贈答の習慣





































































































① 食生活 ② 日本の教育 ③ 仕事 ④ 住宅事情 ⑤ 女性の生き方

















Dictionary of Basic Japanese Grammar”（The Japan Times）を推薦し，今
のところ教材中に文法説明は載せていない。
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５）友達と話してみよう
会話文中に現れる機能を取り出し，ディスコースの形で練習する。この中には
各課で取り上げた文型をできるだけ使い，文脈の中で文型が実際にどう使われる
かを学生に意識させる。
２．４ 読解部分の構成
１）読む前に（プリワーク）
本文に入る前に，扱うトピックに関して学生同士の知識を共有させたり，学生
の持っているスキーマを活性化したりする。また扱うトピックに関して問題提起
をしておくなどし，トップダウンの読解指導ができるようにする。また初級，初
中級の学習者は未知の文法や語彙で読解がストップしてしまうことが多いので，
この段階でキーワードの導入や漢字の読み方，重要な表現を説明しておき，ボト
ムアップの読解がスムーズに進むようにしておく。＜読む前に＞をすることに
よって，学生は読解に入る前の準備ができ，本文読解にスムーズに入っていくこ
とができる。
２）本 文
文中で使われている表現や文型は，ほとんどのものは初級レベルであり，初級
の知識でだいたいの文の構造が理解できるようになっている。
３）語 彙
キーワードとその他の語彙を取り上げ，それぞれに英訳を付けた。
４）表 現
本文中の表現文型などを取り上げ，用例によって表現の使い方を示してある。
また必要があれば短文作りもする。
５）自分の国について話してみよう（フォローアップ・ワーク）
読解で獲得した新たな情報や知識を統合した後は，それらをもとに自分の意見
をまとめたり，意見を発表したりする。また，自国の事情と対比させたり，ディ
スカッションをしたりすることで，学生同士のインターアクションが行われるこ
とを目指した。またディスカッションを通して他国の事情理解や異文化理解にも
繋げることができる。
６）グラフから何が分かりますか。
統計やデータをグラフ化したものを示し，そこから変化の様子や最近の傾向を
読み取り，それについて説明したり，今後のことを推測したりする。同時にグラ
フを読み取るときに必要な表現も学習する。
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３．今後の課題
現在この新教材を平成１４（２００２）年度後期C１で使用中である。まだ学期の半ばで
あるが，今のところ学生の新教材に対する反応もよく，大きな問題はないようだ。新
教材を使うことで，つぎはぎ状態は以前よりずっと改善された。しかし，この新教材
がC１のシラバスをまだすべてカバーしているわけではなく，特に聴解練習，文法練
習やタスクなどは新たに作成する必要があり，残された課題は多い。今後は教材とシ
ラバスとのギャップを埋め，四技能がリンクした総合的な活動がこの教材を使えばで
きるよう内容の充実を図っていきたい。
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